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ＪＡ全農えひめ 営農支援課 TEL:089-948-5920  
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５月１９日にＪＡ愛媛ビルにて、ＪＡ愛媛中央会およ

びＪＡ全農えひめが主催をし、食糧・園芸・果樹技術指

導員会が共催した「よりよい営農活動研修会」が開催さ

れ、県内１１ＪＡの関係者ら約４０名が参加しました。   

 

ＧＡＰ手法（５分野：食品安全、労働安

全、環境保全、人権擁護、農場経営管理）

を生産者が自経営に取り入れ、リスク

管理や経営改善を目的として取り組む

ことを指します。 

近年、県内ＪＡの営農指導員体制は、ベテラン指導員の減少、約３割が指導員歴５年未満という状

況であり、若手指導員の育成について急務となっています。県内農業のさらなる強化や産地・生産者の

営農・経営に寄与する人材育成に向け、「よりよい営農活動」を核とし、研修や農業ＤＸの導入・活用に

よる営農指導員の業務効率化提案にも取り組んでいきます。 

  

 

当日はグループワークを行い、営農指導につい

て協議しました。参加した職員からは「自分の意

識の向上につながった」「やるべき課題が見つか

った」など積極的な意見が寄せられました。 

   

 

『よりよい営農活動』とは 

５月１９日と６月１日にＪＡ松山市管内の生産者

圃場において白ねぎの移植作業の省力化と効率向上

を目的に、トラクター直装型移植機「ひっぱりく

ん」を用いた実証・実演を行いました。機械の組立・

調整後、実際のほ場で移植作業を実施し、作業時間の

短縮や身体負担の軽減、作業精度の向上を確認しま

した。 

 

整形器を取り付けるこ

とで、溝切と移植作業を２

条同時で行えます！ 

ＪＡ産地振興・担い手支援実践 

愛媛県大会 

（個別担い手支援部門） 

 
令和8年 7月 17日（金） 

13：30～17：00 

ＪＡ愛媛ビル 8階 クリスタルホール 

【各種締切】 

・審査書類：６/２６（金） 

・発表データ：７/３（金） 

 

よりよい営農活動研修会 
 

白ねぎ移植実証 各ＪＡの担当者が、 

日頃のＴＡＣ取組事例

を発表します♪ 

会 議 

 


